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 消化性潰瘍に齢ける Mecholyl 試験の意義







 消化性潰瘍における Mecholyl 試験の意義
 山形内科の入院および外来患者のなかから, 胃レントゲン検査および胃内視鏡検査により消化
 性潰瘍とされた合併症のない 180例 (胃潰瘍117例,, 十二指腸潰瘍 46例, 胃十二指腸共存潰瘍
 17 例) を対象と して, Mecholyl 試験を施行 しその意義を検討 した。
 判定には沖中法を用いて, 主と してNe lson & Ge llhorn の報告 した健康人の反応型と比
 較 してみた。 すなわち, 消化性潰瘍の反応型はN型が50.5%, P型が30%, S型は19、5% であ
 り, 判定基準の問題はあるが, Ne lson & (}ellho m の成績と比べ一般に正常型にみられる
 N型の減少がみ られるほか, 年代別に分けてみると46才以上ではS型が多く, 45 才以 下ではP
 型が多かった。 このように健康人の成績と比べて正常型が少なく, 異常型が多くなるが, 交感,
 副交感神経のいずれか一方に偏よることがなく, 自律神経の機能異常の存在を疑わせる結果を得
 た。 これを胃潰瘍についてみると, N型 53.0%, P型 35、9鰯, S型 11.1% の順であるが, 健康
 人の成績と比べるとP型が多く, 46才以上を除いてS型は少なく,各年代ともN型は減少 してい
 る。 十二指腸潰瘍の成績ではN型は47、8%, S型30.4%, P型 21.8%であり, 26～45 才代で
 P型が増加 し, 46 才以上ではS型が多い傾向にあり, 一般に溝型は少な い。
 胃潰瘍と十二指腸潰瘍を比較すると, 胃潰瘍に比べ十二指腸潰瘍は一般にS型が多く, P型が
 少ない傾向にある。 Nische の消長と本試験の間に一定 の相関はなかったが, 出血性潰瘍の反応
 型はP型が 58.8%で著 しく多いが, この結果 が潰瘍そのものによるものか,出血に伴うこ次的な
 変化によるものかは断 じがたいが, 生体の自律神経機能が何らかの反応を示 しているものと思わ
 れる。 つぎに41例の消化性潰瘍について, 沖中法と阿部法を併用 し比較検討すると, 自律神経症
 状の消長と反応型の推移の間には, 沖中法に比べ阿部法が症状と 一致するように思われた。 しか
 し, 沖中法は阿部法に比べ, 繁雑さがなく簡単である利点がある。
 GMIと反応型の分布状態をみると, N型は正常またはほ ぼ正常とみ られる1, 皿領域 に多く
 が分布し, 逆に異常型 (S, P) は異常領域とみなされる皿, IV 領域と1, H領域にまたが って
 分布 し, しかも沖中法と阿部法の間に著 しい差はなかった。
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 審査結果の要旨
 著者は山形内科の入院冷 よぴ外来悪者のなかか ら, 胃レントゲン検査蔚 よび胃内 視鏡検査によ
 り消化性潰 瘍とされた合併症のない 180 例( 胃潰瘍 117 例, 十二指 腸潰 瘍 46 例, 胃十 三指
 腸共存潰瘍 17例)を対象と して, Mecholyl 試験を施行 しその 意義を検討 しているが, 判定
 沖中法を用いて, 主と して Nelso & GelIhorn の報告した健康人の反応型と比較 し, 消化性
 潰瘍の反応型はN型が50、5%, P型が30%, S型は19. 5% であ り, 健康人と比べて正常型
 が少なく, 異常型が多くなるが, 交感, 副交感神経のいづれか一方に偏よる.こ とがな く, 自律神
 経の 機能 異常 の存 在を疑わせる結果を得ている。
                                  電
 つぎに胃潰瘍についてみると, N型 53.0%, P型 35、9%, S型 1L1% の順であるが, 健
 康人と比べるとP型が多いが, 十二指腸潰 瘍で はN型は 47・8%, S型 30・4%, P型 21・8%
 で, 一般にN型は少ない。
 また, 胃潰瘍と十二指腸潰 瘍を比較する と, 胃潰瘍に比べて十二指腸潰瘍では一般にS型が多
 く, P型が少ない傾向にある。
 さ らに 41 例の消化性潰瘍について, 沖中法と阿部法を併用 し比較検討する と, 自律神経症状
 の消長と反応型の推移の間には, 沖中法に比べ阿部法が症状 と一致するように思われるが, 沖中
 法は阿部法 に比べ て簡単であ る。
 なむ, CMI と反応型の分布状態をみると, N型は正常またはほぼ正常 とみ られる 工, 皿領域
 に多くが分布し, 逆に異常型 (S, P) は異常領域とみ徐される皿, N領域と, 1, 皿領域にま
 たがって分布 し, しか も沖中法と阿部法の間に著しい差 がなかったと結論 している。
 しがって, 本論文は学位を授与するに値する ものと認める。
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